
□ 豊かな海づくりキャラバン
　平成29年度より、県内外のイベントに出展し、開催
機運の醸成を図ってきました。
　平成30年度からは、大会PRキャラバン隊として
活動を広げ、３年間で延べ100以上のイベントに参加
しました。

　イベント会場では、ぬいぐるみを使った魚釣りゲームや水産業のPR
映像の上映、大会リーフレットや秋田の魚を紹介するパンフレット、地
魚カード、缶バッチなどのノベルティグッズを配布し、PR活動を行い
ました。

　ステージイベントでは、大会をPRするとともに、子どもたちを対象とした地魚クイズを行い、秋田の地魚の
生態や特徴、食べ方等について、紹介しました。また、平成30年10月27・28日に開催された「豊かな海づくり
フェスタinこうち」の会場でも、次期開催県としてPR活動を行いました。

◎イベント会場でのPR活動

◎ステージイベントでのPR活動

　 広報活動等
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カムバックサーモン

鮭の稚魚放流式

鮭の稚魚放流体験学習（平沢小学校）

八峰町少年水産教室

少年水産教室

サケ稚魚の放流式

鮭の稚魚放流体験学習（院内小学校）

鮭の稚魚放流体験学習（象潟小学校）

鮭の稚魚放流体験学習（金浦小学校）

サケの稚魚放流

サケ稚魚放流会

サクラマス体験放流

子吉川がにまつり

鮎の稚魚放流

アユ稚魚の放流

河川ふれあい体験事業稚鮎放流体験

ヤマメの稚魚放流

鮎放流活動

児童による稚アユ放流事業

アユ体験放流（由利地区）

アユ体験放流（石沢地区）

アユ体験放流（矢島地区）

アユ体験放流（鳥海地区）

比内町漁協アユ放流祭り

放流体験（北部漁協）

放流体験（船川漁協）

放流体験（北浦漁協）

放流体験（南部漁協）

体験放流（イワナ）

体験放流（イワナ）

イワナ体験放流

役内川川遊び

こども自然体験プログラム「教えて！さかなとりのプロ！」

あわびの里づくり祭り

飯沢魚つかみどり大会

史上最大のつかみ取り

マダイ稚魚放流
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（4月11日：男鹿市）

（4月11日：大仙市）

（5月26日：横手市）

（6月4日：藤里町）

（6月7日：由利本荘市）

（7月6日：男鹿市）

（7月16日：横手市）

（7月22日：秋田市）
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　平成30年4月～令和元年9月まで、秋田県漁業協同組合で全国豊かな海づくり大会の本県開催を記念し、地元
秋田で取れる魚介類を多くの方に知っていただくため、月１回程度、県産魚介の直売会を開催しました。

◎県産魚介直売「～美の国あきた海味（うみ）めぐり～」

　令和元年７月13日（土）、「全国一斉海浜清掃旗揚げ式」を、秋田県、（公財）海と渚環境美化・油濁対策機構及び
八峰町との共催により実施しました。
　この清掃活動は「天皇陛下御即位記念第39回全国豊かな海づくり大会・あきた大会」の開催記念として行い、
地域住民や地元企業の協力のもと約220人が参加しました。

◎令和元年度全国一斉海浜清掃旗揚げ式八峰町海岸クリーンアップ

　令和元年７月15日（月・祝）の海の日に、海上歓迎・放流行事の会場となる秋田マリーナ南側埠頭周辺のク
リーンアップ活動を実施しました。
　地元飯島地区の住民の方々をはじめ、秋田県立大学の学生やあきた海洋少年団、イオンチアーズクラブの子
どもたち、秋田県漁業協同組合、秋田県ハタハタ加工産業振興協議会のほか、大会のPRをしている、いとく、タカ
ヤナギ、イオングループの従業員の方々ら約200名にご協力いただきました。

◎きれいな海を未来につなごう♪「クリーンアップ大作戦」

　令和元年８月22日（木）に、秋田みなと振興会と港四社会（秋田火力発電所、秋田製錬、JR東日本秋田総合車両
センター、日本製紙秋田工場）によるクリーンアップが実施されました。
　海上歓迎・放流行事会場である秋田マリーナの周辺の事業者が集まり、大会来場者をきれいな会場でお迎え
するために、約60名からご協力いただきました。

◎秋田マリーナ周辺清掃活動

　 その他

□ 秋田地魚街道
　四季折々のさまざまな魚介類が味わえる場所を
新聞やテレビ、ラジオ、JAL機内誌などで紹介し、
「秋田の海の幸の魅力」を広く発信しました。

□ さかなきた
　秋田の水産業をPRする動画「さかなきた」を制作し、YouTubeによる配信、イベントやJAL国際線の機内エン
ターテイメントビデオプログラムでの上映など、秋田の魚介類や食文化の魅力を国内外に発信しました。
　また、大会当日に冊子「さかなきた」を招待者へ配布し、秋田の水産業の特色を詳しく紹介しました。

JAL国際線の機内エンターテイメントビデオプログラム

新聞広報「あきた県広報」（令和元年6月） JAL 機内誌「SKYWARD」令和元年9月号

冊子「さかなきた」全23ページ

　 広報活動等
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